
(運用期間：２０２２年１０月１日～２０２２年１２月３１日）

第０１号

発行日 : ２０２３年２月９日
 

株式会社 汐見製作所

環境経営レポート
            



Ⅰ． 組織の概要 ・・・・・・・・ P　1

Ⅱ． 環境経営方針 ・・・・・・・・ P　2

Ⅲ． 実施体制 ・・・・・・・・ P　3

Ⅳ． 環境経営目標 ・・・・・・・・ P　4

Ⅴ． 環境経営計画 ・・・・・・・・ P　5

Ⅵ． ・・・・・・・・ P　6

Ⅶ． ・・・・・・・・ P　７

Ⅷ． 当社の取り組み ・・・・・・・・ P　８

Ⅸ． ・・・・・・・・ P　９

Ⅹ． 代表者による全体の評価と見直し・指示 ・・・・・・・・ P　１０

環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

目　　次



１． 事業者名及び代表者名

株式会社　汐見製作所
代表取締役社長　　見山　圭二

２． 所在地

名　称 延床面積 備　考

本社工場 １２３３６㎡

港町工場 １７３０㎡

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者：井上 嘉雄 TEL      　053-594-3204

事務担当者　　　：伊熊 陽介 E-mail：ikuma@siomi.jp

４． 事業の概要

①自動車向けの金属プレス量産加工

②自動車向け金型・治具の設計・製作

③自動車向けの試作

④機械産業向けの精密板金加工

⑤住宅向け壁パネルの製作とウレタン発泡

５． 事業規模

２０２２年７月１日現在

項　目

売上高 全社　　３０億１，０２３万円（２０２０年１０月～２０２１年９月）

全社　　１７１名

(内訳：　本社工場　１６３名、港町工場　８名)

６． 事業年度 　毎年　４月１日～翌年３月３１日

７． レポートの運用期間及び発行日

環境経営レポートの運用期間（２０２２年１０月～２０２２年１２月３１日）

環境経営レポートの発行日（２０２２年２月９日）

８． 対象範囲

活動：全活動（輸送用機器部品、精密板金部品、住宅用壁パネルの製造・販売）

Ⅰ　組織の概要

内　　　　　容

対象組織：全組織（本社工場，港町工場）

従業員数

　静岡県湖西市新居町新居2800

　静岡県湖西市新居町新居528

所　在　地
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１．
１）
２）
３）
４）

２． 環境関連法規制等の遵守

３． 環境に配慮した製造活動

４． 環境経営の継続的改善

５． 環境コミニュケーションの実施
１）

２）

制定年月日 ２０２２年９月３０日（初版）

株式会社　 汐見製作所
代表取締役社長　見山　圭二　　

社内においては、全従業員に環境経営方針を周知し、全社員参画による取組みを目指
します。

環境に配慮した自動車製品、板金・住宅製品作りを推進します。

Ⅱ　環境経営方針

　当社は、株式会社汐見製作所の経営理念に基づき、本業である自動車及び板金・住宅部品のプレ
ス・溶接及び組立の業務を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に、自主的・積極
的に取り組みます。安全で安心してご使用いただける製品を効率よく、タイムリーにお客様に提供する
ことが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取組んでまいりま
す。

[基本方針]

[環境理念]

当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良いコミニュケー
ションを図って行きます。

二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量、エア使用量等の削減に努めます。

環境関連法規制を遵守します。

電気、ガス、ガソリン、軽油等の使用量削減に努めます。
３R活動の展開による廃棄物の削減に努めます。
節水活動による水使用量の削減に努めます。
エア消費削減活動によりエア使用量の削減に努めます。

顧客との環境コミュニケーション推進するなど顧客満足度の向上等を図り、環境経営の継続
的改善を実施します。

２



アドバイザー

（工場長）

松浦 克彦

（部長）

槐島 登士巳

＜関係者の権限と役割＞
社長

① 環境経営全般に関する責任と権限
② 環境管理責任者の任命
③ 環境経営に必要な資源の準備
④ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
⑤ 環境経営方針の制定及び改定
⑥ 環境経営システム全体の評価と見直し
⑦ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知
⑧

環境管理責任者
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 取組状況の社長への報告
④ 環境経営レポートの作成

ＥＡ２１事務局
① 環境負荷データ等の集計
② 環境経営目標・環境経営計画の進行管理
③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
④ 環境管理責任者へ取組状況の報告
⑤ 環境関連法規等の遵守状況チェック
⑥ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行、訓練の実施
⑦ 文書・記録の管理

各リーダー
① 各職場の環境経営計画の実施
② 各職場のデータの集計
③ 各職場の問題点把握と是正対策の実施
④ 各職場の取組状況の事務局への報告
⑤ 各職場の従業員教育

その他の従業員
① 自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する

第3工場

(課長）

太田なおみ

ＥＡ２１の環境経営システムの運用のために必要となる経営資源（人・もの・資金・情報など）
を用意する

(課長）

大野 寿之

内山 朝則

外山 有菜

事務所 第2工場

清 将也

（係長）
小田木 俊之

松本 亮 (課長）

鹿田 幸春

第1工場

作成日
作成者

代表取締役社長

生産技術部 港町工場

（係長）

見山 圭二

環境管理責任者

伊熊 陽介

(課長）

内部監査員

Ⅲ　実施体制

対象範囲：本社工場・港町工場

見山　圭二
2022年9月1日

ＥＡ２１事務局

井上 嘉雄
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１．運用期間（2022年10月〜2022年12月）及び暫定期間（2022年10月〜2023年3月）の環境経営目標

2021年10月
〜

2021年12月

2021年10月
〜

2022年3月

基準値 目標削減率 目標値 基準値 目標削減率 目標値

㎏-CO2 166,843 -1% 165,175 343,998 -1% 340,558

kWh 437,152 -1% 432,780 868,974 -1% 860,284

L 1,772 -1% 1,754 3,455 -1% 3,420

L 445 -1% 441 596 -1% 590

L 1,226 -1% 1,214 7,666 -1% 7,589

kg 94.2 -1% 93.2 262 -1% 260

産業廃棄物 t 70.5 -1% 69.8 125 -1% 123

一般廃棄物 kg 370 -1% 366 720 -1% 713

㎥ 713 -1% 706 1,476 -1% 1,461

― ― 使用実態を把握する ― 使用実態を把握する

実施した 実施する 実施した 実施する

％ ― 目標設定方法検討 ― 目標設定方法検討

＜備考＞

基準年度

2021年度 2023年度 2024年度 2025年度 2025年度

2021年4月
〜

2022年3月

2023年4月
〜

2024年3月

2024年4月
〜

2025年3月

2025年4月
〜

2026年3月

2025年4月
〜

2026年3月

㎏-CO2 661,878 －２％ －４％ －６％ －８％

電力 kWh 1,707,923 －２％ －４％ －６％ －８％

ガソリン L 8,191 －２％ －４％ －６％ －８％

軽油 L 1,707 －２％ －４％ －６％ －８％

灯油 L 7,666 －２％ －４％ －６％ －８％

プロパンガス kg 372 －２％ －４％ －６％ －８％

産業廃棄物 t 270 －２％ －４％ －６％ －８％

一般廃棄物 kg 1,570 －２％ －４％ －６％ －８％

㎥ 2,958 －２％ －４％ －６％ －８％

― ―

実施した

％ ―

＜備考＞

２０２２年度の検討結果をもとに策定する

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実績－　2021.1.7環境省・経済
産業省公表の関西電力㈱の調整後の排出係数である0.362(kg-CO2/kWh)を使用した。

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2019年度実績－　2021.1.7環境省・経済
産業省公表の関西電力㈱の調整後の排出係数である0.362(kg-CO2/kWh)を使用した。

２．「化学物質使用量」の削減目標は、2022年度の実態調査をもとに、2023年度から数値目標を設定する。

３．「環境経営の継続的改善（顧客満足度の向上）」は、2022年度の検討結果をもとに、2023年度から数値目標を設定する。

環境経営の継続的改善（顧客
満足度の向上）

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

化学物質使用量

水使用量

内訳

２０２２年度の実態調査をもとに策定する

環境に配慮した自動車製品、板
金・住宅製品作りの実施

実施する

Ⅳ　環境経営目標

2022年10月
〜

2023年3月

内訳

二酸化炭素排出量

灯油

ガソリン

プロパンガス

電力

2022年10月
〜

2022年12月
単位

軽油

項目

運用期間 暫定期間

廃棄物排出量

２．中長期の環境経営目標

環境経営の継続的改善
（顧客満足度の向上）

化学物質使用量

項目 単位

水使用量

環境に配慮した自動車製品、板
金・住宅製品作りの実施

目標年度

４



10月 11月 12月

運
転

① 外山

① 外山

② 清

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①

②

③
鹿田
大野

④ 松本

①

②

① 鹿田 使用実態把握 使用実態把握 使用実態把握

①
大野

太田な

②

③

①

② 目標設定方法検討 目標設定方法検討 目標設定方法検討

封筒などの再利用推進

灯油ストーブ⇒電気ストーブへ変更

鹿田
大野

太田な

松本
清

不要箇所・不要時間帯の消灯

エアコン設定温度を室温夏28℃、冬20℃に設定

クーリングタワーのフィルター定期清掃

設備のエア漏れチェック

窓ガラス等の断熱コーティングの実施

コンプレッサーのフィルター定期清掃
工
場
・
事
務
所

空調フィルターの定期清掃（夏、冬　４回／年）

内山

購入量・使用量の把握

水使用量の
削減

手洗い、洗い物において日常的に節水を励行

水漏れ点検の実施

外山

作動油・加工油の使用量削減

廃棄物の
削減

分別回収BOX配置によるゴミ分別の徹底

コピー用紙両面使用(コピー及びカラー削減)

内山

環境に配慮し
た自動車製
品、板金・住
宅製品作りの
実施

伊熊

Ⅴ　環境経営計画

車両運行管理表の記載・確認(走行キロ数、
給油量、始業点検等）

（運用期間：2022年10月～2022年12月）

スケジュール
責任者

目
標

区
分

環境活動項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

設備空調(操作盤、制御盤)のフィルター定期清掃

エアブロー削減又は廃止の検討

未使用設備の電源OFF(製造設備、OA機器他)

５S活動の実施

環境経営の継
続的改善

化学物質

ELV指令・RoHS指令・REACH規制の遵守

不良品の削減

環境に配慮した原材料・包装材を使用

顧客との環境コミュニケーション推進します。

顧客満足度の向上等を図ります

５



①運用期間（2022年10月〜2022年12月）の環境経営目標の実績　

基準期間

2021年10月
〜

2021年12月

基準値
目標

削減率
目標値 実績値

実績
削減率

評価

㎏-CO2 166,843 -1% 165,175 136,085 -17.6% 〇

kWh 437,152 -1% 432,780 340,524 -21.3% 〇

L 1,772 -1% 1,754 2,271 29.5% ×

L 445 -1% 441 577 30.9% ×

L 1,226 -1% 1,214 2,344 93.1% ×

kg 94.2 -1% 93.2 73.7 -21.0% 〇

産業廃棄物 t 75.8 -1% 75.1 85.8 14.3% ×

一般廃棄物 kg 370 -1% 366 1,020 178.5% ×

㎥ 713 -1% 706 539 -23.6% 〇

kg ―
使用実態を
把握する

使用実態を
把握中

△

実施した 実施する 実施した 〇

％ ―
目標設定方
法を検討す
る

目標設定方
法を検討中

△

＜備考＞

１． 実績削減率＝［（実績値－目標値）／目標値］×100

２． 評価：〇（達成），△（ほぼ達成），×（未達成）

３． 産業廃棄物には金属（有価物）は含まれません。

＜評　価＞

原因

是正

原因

是正

原因

是正

②次年度の環境経営目標 変更なし

Ⅵ　環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

エコドライブの施策が徹底されず、燃費の改善が進まなかった。

車の使用削減は出来ないので、エコドライブの再教育を全従業員に実施し、可能な範囲で使用
量を削減する。

紙の使用量削減やリサイクル施策が徹底されず、可燃ごみ削減効果が少なかった。

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

水使用量

化学物質使用量

内訳

電力

ガソリン

軽油

ガソリン
・

軽油

運用期間

2022年10月
〜

2022年12月

ゴミの分別の取り組み内容を全従業員に再教育を実施して、可能な範囲で排出量削減を徹底さ
せる。

ゴミの分別の取り組みが徹底されておらず、排出量削減の効果が少なかった。
PCBの廃却があった。

再度取り組み内容を全従業員に再教育を実施して、可能な範囲で使用量削減やリサイクルする
ように徹底させる。

プロパンガス（LPG）

環境に配慮した自動車製品、板
金・住宅製品作りの実施

一般
廃棄物

産業
廃棄物

項目 単位

灯油

環境経営の継続的改善（顧客満
足度の向上）

６



運
転

①
車両運行管理表の記載・確認(走行キロ数、給油量、始
業点検等）

外山 △
運行管理表を改訂してエコドライ
ブ意識は浸透しつつある

継続実施(重点取組項目)

① エアコン設定温度を室温夏28℃、冬20℃に設定 外山 △ 継続実施

② 空調フィルターの定期清掃（夏、冬　４回／年） 清 △ 継続実施

③ 不要箇所・不要時間帯の消灯 △ 継続実施

④ 未使用設備の電源OFF(製造設備、OA機器他) △ 継続実施

⑤ コンプレッサーのフィルター定期清掃 〇 継続実施

⑥ クーリングタワーのフィルター定期清掃 〇 継続実施

⑦ 設備空調(操作盤、制御盤)のフィルター定期清掃 △ 継続実施

⑧ エアブロー削減又は廃止の検討 △ 継続実施

⑨ 設備のエア漏れチェック △ 継続実施

⑩ 窓ガラス等の断熱コーティングの実施 ― 次年度取組予定

⑪ 灯油ストーブ⇒電気ストーブへ変更 ― 次年度取組予定

⑫ ５S活動の実施 〇 継続実施

① コピー用紙両面使用(コピー及びカラー削減) △ 継続実施(重点取組項目)

② 封筒などの再利用推進 △ 継続実施

③ 作動油・加工油の使用量削減
鹿田
大野

△ 継続実施

④ 分別回収BOX配置によるゴミ分別の徹底 松本 △ 継続実施(重点取組項目)

① 手洗い、洗い物において日常的に節水を励行 〇 継続実施(重点取組項目)

② 水漏れ点検の実施 〇 継続実施

① 購入量・使用量の把握 小田木 △ ・現状把握に努めた 継続実施

① 不良品の削減
大野

太田な
〇 継続実施

② 環境に配慮した原材料・包装材を使用 △ 現状把握するため継続実施

③ ELV指令・RoHS指令・REACH規制の遵守 △ 現状把握するため継続実施

① 顧客との環境コミュニケーション推進します。 △ 現状把握するため継続実施

② 顧客満足度の向上等を図ります △ 現状把握するため継続実施

＜備考＞

１．評価判定：○（良くできた），△（まあまあできた），×（できなかった）,　－（実施が見送られた）

環境に配
慮した自動
車製品、板
金・住宅製
品作りの実
施

環境経営
の継続的
改善

鹿田
大野

太田な

松本
清

外山

内山

二
酸
化
炭
素
の
削
減

工
場
・
事
務
所

廃棄物の
削減

水使用量
の削減

化学物質

内山

伊熊

Ⅶ　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

評価 コメント環境活動項目 責任者

（運用期間：2022年10月～2022年12月）

今後（次年度）の取組内容

・①➁は、浸透させるためにステッ
カーを張り、意識づけを進めるが
浸透が不十分である。
・ゴミの分別が不十分なため更な
る意識づけの徹底が必要。

・計画通りに実施できた。
ステッカーを張り、節水意識は浸
透しつつある。

・①は日々活動は実施しているた
め引き続き更なる低減活動を続け
ていく。
・➁③は現状把握に努めた

・現状把握に努めた

・エアコンはステッカーを張り、
チェックシートに設定温度を記入
して毎日確認している。

・ステッカーを張り意識づけは浸透し
つつある。工場はチェックシートで毎
日SW入切を確認している。

・エアブロー削減は出来る設備から
始めたが廃止は今後検討予定
・プレス工程の調査実施中。溶接工
程は調査実施し対策予定。

・⑤、⑥は計画通りできた
・⑥は現在取組の優先設備を
選定中。

７



第２、３工場の屋根に太陽光発電パネル設置 板金溶接作業場のLED化

◆社内注意書きで社員の意識づけ◆

◆ごみの分別で処理時のCO2削減◆

◆経営資源の投入◆

Ⅷ　当社の取組み

８



１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、一部不遵守があったため是正処置を実施しました。

評価日　2023年1月31日

評価者　伊熊　陽介

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守結果

第5条 規制基準値の遵守 〇

第6条 特定施設の届出 金属加工機械(機械プレス） 〇

第8条 特定施設の数等の変更の届出 〇

第5条 規制基準値の遵守 〇

第6条 特定施設の届出 金属加工機械(機械プレス） 〇

第8条 特定施設の変更等の届出 届出内容の変更無し 〇

第5条 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 ○

第7条 設置後の水質検査の実施 設置3ヶ月経過した日から5か月の間 ○

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 新規浄化槽の保守点検及び定期清掃の未実施 ×

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 法定検査の実施（１回／年） ○

第2条2 廃棄物は国内で処理 ○

第3条 事業者の廃棄物処理責任 ○

第5条
所有・占有・管理土地の清潔の保持（不適正処理廃棄物発見
の速やかな通報等）

○

第6条の2第6項 一般廃棄物の許可業者への委託処理
・委託基準：一般収集運搬・処理業者の許可の確
認、契約

○

第12条第2項 生活環境の保全上支障のないように産業廃棄物の保管
・保管基準の遵守、飛散、浸透防止
・表示：60cm角以上、種類、氏名、連絡先

○

第12条第5項 産業廃棄物収集運搬及び処分許可業者への委託 ・プラスチック類、廃油、含油ウエス ○

第12条第6項
産業廃棄物の運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵
守

・契約書締結、許認可証写し入手 ○

第12条第7項 産業廃棄物の処理の状況に関する現地確認 ・産業廃棄物の処理を委託する場合 ○

第12条の3第1項
産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合のマニフェ
ストの交付

・マニフェスト交付 ○

第12条の3第2項 管理票交付者のマニフェストの保管 ・A、B2、D、E票の保管（5年間） ○

第12条の3第6項
管理票交付者による運搬又は処分が終了したことの確認及び
管理票の保存(B1票）

○

第12条の3第7項 産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 ○

第12条の3第8項
B2・Ｄ票90日、Ｅ票180日以内に送付されない場合は30日以内
の知事への報告

○

第12条の4 虚偽の管理票の交付等の禁止 ○

第16条 不法投棄禁止（廃棄物をみだりに捨てない） ○

第4条 事業者の廃棄物処理責任（事業者の責務） 子会社に対しても指摘 ○

第6条 所有地等の適正管理（土地所有者等の責務） ○

第8条 産業廃棄物管理責任者の設置 ○

第10条 産業廃棄物処理委託先の監査の実施（実地確認） ○

第11条
委託先の不適正処理発見時の対応（産業廃棄物の不適正な
処理に係る措置）

知事報告 ○

第1条 廃棄物の減量と適正な処理 ○

第4条 事業系廃棄物の処理責任 ○

第8条 河川、道路　等　公共の場を汚さない ○

第9条 土地占有者は清潔にしなければならない。 ○

第10条 一般廃棄物の処理について 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令 ○

第10条 指定量以上の危険物の貯蔵について 危険物について貯蔵は無い。 -

第13条 危険物取扱責任者の設置 資格保持者は有 〇

家電リサイクル法（特定家庭用
機器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者等への適切な
引き渡し、料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払 -

フロン排出抑制法（フロン類の
使用の合理化及び管理の適正
化に関する法律）

第16条
冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
対象となるフロンを排出するもの（冷蔵庫、エアコン　等）に対し
定期点検を行う。

フロン排出抑制法対象設備の簡易点検未実施。 ×

PCBの貯蔵について PCB貯蔵無し -

PCB廃棄物の許可業者への委託処理 変圧器１台、サンプル検体１個　　11/25処理 〇

特定工場における公害防止組
織の整備に関する法律

第4条 騒音・振動関係公害防止管理者の選任 機械プレス980 キロニュートン以上 〇

第52条 騒音基準の遵守義務 〇

第53条 騒音特定施設の届出 金属加工機械(機械プレス） 〇

第55条 騒音特定施設変更の届出 〇

第74条 深夜（午後11時から午前6時）の静穏保持 ○

第79条 振動基準の遵守義務 ○

第80条 振動特定施設の届出 金属加工機械(機械プレス） 〇

第82条 振動特定施設の変更等の届出 〇

法令
リサイクル法（資源の有効な利
用の促進に関する法律）

第4条 指定再資源化製品のリサイクル（適正廃棄） パソコン、小型二次電池等の廃棄時 〇

＜備考＞

１．

２． 違反、訴訟等の有無
　　　 当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去３年間ありませんでした。

PCB廃棄物処理特別措置法

遵守結果：〇印（遵守），△印（対策中），×印（不遵守），-（該当なし）

法令・条
例

責務

Ⅸ　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

法律・条例

義務

騒音規制法

振動規制法

浄化槽法

廃棄物処理法（廃棄物の処理
及び清掃に関する法律）

静岡県産業廃棄物の適正な処
理に関する条例

湖西市における廃棄物の減量
及び適正処理に関する条例

静岡県条
例

静岡県生活環境の保全等に関
する条例

消防法

９



作成　 2022年1月31日

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

8 □

株式会社　 汐見製作所

代表取締役社長　見山　圭二　　

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

新規浄化槽(１８人槽)の保守点検、フロン排出抑制法対象設備の簡易点検実施漏
れの是正処置を実施。

その他（                                 ）

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

継続して取り組みます

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

　
　２０２２年１０月の運用開始から３ヶ月間の取組について、短い期間の評価であるため、システムの有効性・取組の適切
性・目標の妥当性は今年度の取組が終了した時点で改めて評価・見直しを行うこととし、但し、目標未達成の項目につい
ては早急に原因要因を分析し、改善措置を講じることと致しました。また、具体的な取組みのできていない項目は、早期
に具体的な実施事項を明確にし、目指す成果が出ているか監視をする様に環境管理責任者等に指示をしたところです。
　
　取組を進めて行く上では、従業員巻き込んでいくことが重要なことから、結果報告を含めた社内コミニュケーションの充
実を図ることが非常に大切であると思います。その様なことから、実施体制においては、環境管理責任者を通し、各自の
役割、責任及び権限を全従業員に再度周知し、エコアクション２１の取組が、企業経営者のみならず個々の従業員にとっ
ても有意義なものとなるよう進めて参ります。

２０２３年　２月　９日

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

その他（外部への対応）

環境経営計画
未達成の目標については未達の原因分析と具体的な対策を考え実行してくださ
い。

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 ガソリン、灯油、廃棄物排出量、水使用量は未達

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

特に問題ありませんでした。

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

１０


